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1932年の獅子座流星群の観測

　　　（Leonid　shower　in　1932）

流星課月例報告　（Report，　Meteor　Section）

山本一清及腰愼孝二郎

　　　　　　　　　　　　　〔第　　一　　部〕

　序言（Preface）

　吾等は，1930年及1931年の二二による経瞼から，組織的なる二二計書を立

て，全國に散在する流星課のメンバー及び共の他の一般會員を學げて，1932年

十一月の三二から三週間に二って槻測を行ったが，其の結果は，二期に反し

て，美事なる出現は認められなかった・これは新聞紙上にも後表され，花山天

文豪からも急報第19號やブレテン第243號によって報ぜられた事實である・

　只今までに獅子座流星群の槻測は殆んど全部が手許に集ったので，馬下測

者の奮闘のあとを略述し，これ等の結果から調査研究し得たる結論を述べる

ことにした．本天文判型のとった激働は云ふまでもなく，新聞紙其他によっ

て興味をそSつた結果，會員及會員外のものをも合せて観測を報告せられた

ものは甚だ多激に上った．下記の数字は共の概略を示すものである・

観測者三郷測虚数 全襯二時間数 全野測流星数
Number

of　Observers Nights Total　hours Total　Meteor5

課員Members 40 200 250時 3000

諜員外N・恥Members 40 40　！ 60 500
1

合計T・tals 80　　　1　　　1 240 310 3500
「

　この表によって槻測者の努力が充分想像出來る．観測者，槻測時間，槻測

流星敷も本邦に於ける新記録であるばかりでなく，外國の親旧に比しても決

して劣ってみないものと信ずる．

　L観測者，観測地並びに観測回目　（Observers，　Localities　and

　　　Nights．）

　　　　　　　A，観測部員のもの　Members　of　Metcor　section
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h　　m h　　m 1n． h　　m h　　m
20 Sh 3　0 315 15 0．6 0 苦 17 SA． 0　0 岳　0 240

lo．9
27（14）

15 S．A． 0　0 4　0 240 0．8・ 0 22 18 ク 0　0 4　0 240 0．6 5（3）

16 〃 0　0 410 250 0・952（43） 1

　備　考　Remarks

ee流星を藪へたのみのもの，　On1アCounted．

一　籔字の下に一を引けるは微光流星観測者の表面流星中，特に家蝿；四等以上の流

　　　　　星を示すものである．Meteors　brighter　than　4th　Magnitude．

ユ．観1恥流星7個のうち，2個は経路記鋳iす・）・つれも獅子座流星．群のもの．2Leonld．

　　　　　paths　recorded．

2．槻弓流星84個のうち15個は経路記錐ず，いつれも獅子座流群のもの．15Lec・nid
　　　　　paths　rec’d．

3．豊海流星30個のうち7個は経路試録す，v・つれも獅子座流星群のもの．7Leonid
　　　　　paths　rec’d．

4．宮本正一，服部寛墜の二氏共同．Miyamoto＆Hatt・ri　cooperating．

5．観測流星14個のうち，11個は磯路記錐す，）・つれ弼師予座流星群のもの．IILeonid

　　　　　paths　rec’d．

6．槻測流星29個のうち，20個は経路記隣す，うち19個は獅子座流星群のものである・

　　　　　20　paths　（1，g　Leonids）　rec’d．

7．10分間休止　StoPPed　fo・“Iom・

8・渡邊，秋山，元田三思共同　Watanabe・Akiyama＆M・t・da　c・・perating．　．

9．大部分雲K掩はる．Mostly・vercast・

10．5分間休止　Stopped　fe「5m・

11．55分間休止　Stopped　for　Ssm・

12・16個は纏路的中，うち15働ま獅子座流星群に屡す・　・6p・ths（・5　L・・nids）rec’・L

ユ3．8個は経路記錐，．うち6個は獅子座流星群に目す・8paths（6　Leonids）recrd・

14．10分間休止　St・PPed壬br　Iom・

15．甚だしき曇天Heavily　overcast．

16．4時20分より30分間休止・StopPed　4h　20m－4h　50m

17．2時40分よ．り4時30分まで中止．StoPPed　2h　40m－4h　30m

18．高城，再説，宮井，亀井の四氏協同．Takagi，　Kmmon；Miアai＆Kamei　co〔｝pcrating．

19．時刻は西部標準時（∫・W・S・T・）にて示す・

20．同　　上

21．時刻は大巾洋岸標準時（Pacific　Standard　Time）による．

22．時刻はブラジル東部標準時（Eastern　Brazil　Standard　Time）による．

　5・　出現期間と出現程度の攣化　（Active　interval・f　Le・nids

　　　　and　daily　variation　of　apparitiong．）

　十月末すでに獅子座流星群に撫する流星を見たとの報告もあるが，一夜に

1個とか2個の流星をもつて何れの流星群に所属せるかを断定することは，か

なり難しい．依って上記の報告が流星群の確徒なる認識とは云ひ得ないであ
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らう．流星群の出現を確認し得た最初は十一月五日の観測と思はれる．（此

流星群の輻射瓢が流星頂鮎一地球の進行方向一より近い距離にある爲，流星

の速度は速やかであることと，光度の大なるものは著しい特有の痕を残す黙

等が其の特徴とされてみる）其後八日頃まで少しづN出現を見せてみたが，

一時聞の李均激は2～3個の程度に過ぎなかった・九日は至國に亘って快晴で

あった爲め観測者も十数名に上ってみる．其結果は一時聞5～6個に上ってみ

て，前数日に比し著しい層加を示してみる事が推察された．其の翌日十日も

同様各地とも快晴であった踏め九日同檬の出現を見せたので，極大時の見事

なる出現を夢みつ㌧其の日の到るのを待つたのである，

　十一日以後は漸く天候傾き，親測歌態は甚だ不良になった．併し，とも角

十一日及十二日には少人敷ではあったが，此流星群の観測は行はれてるる・

其の結果は九H及十Hの出現よりもむしろ貧弱であった・これは天氣悪の爲

もあらうが或程度まで其の野望を示すものと思はれないでもない．十三日は

至上的の悪天で槻測は全く駄目であった．十四日は北海道のみや」天蚕に恵

まれたが，共他の各地は悪天であった爲め出現歌態はあまり判然ではなv・が，

著しV・ものであったとは信ぜられない．十五日目西日本の一局部に於て雲の

晴聞を通して槻塗した人があるが，船蛸は極めて貧：弱であった・十六日目や

N天候回復し観測厭態も幾分よくなり（特にi藪灘に於て）一時間十数個を見

たものもある．最盛期の十七日は一部を除いて各地とも晴天であったため，

観測は充分行はれたが，共の出現数は豫期に反して少数であって全く期待を

裏切られたわけである．それでも一時間のZF均数は30個に及び中には50個ば

かり数へたものもある．月光の影響がなかったならば一時聞100個は敷へら

れたであらう．（これ等極大日に於ける結果は別項に詳記してある．）

　十八日は十．ヒ日よりも共の敏は可成り減じてみるが，一時間の［Pl均出現敷

は10個位であって中には20個も数へてるるものがある．十九日は一斗共の数

を減じてみる．二十日以後は二十五日に至るまで各日とも多少の出現を槻測

されてるるが一時間の李均敷は3～4個口程度であった．

　以上，前後三週間の期間に於て七日及び十三日の外は全冊何れかの三朔に

於て槻測の行はれた事は観測網充實の賜であって喜ばしき事である・なほ北
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米の長田氏及南米支部の諸氏が極大を中心とする激日聞の副管をされて，本

邦に於ける不備を補はれた事は我々の強みである．

　各日の出現の程度から見て，極大が十七日にあった事は明瞭であるが，其

の時刻の推定は外書の観測結果の充分なる検討を倹たねば不可能である。

　以上の結果から想像される事は．

　a．十一月五日に出現の前騒を確認した事．

　b，九日に至って出現数の急激なる塘加が見られた事

　e，天三悪の爲め充分なる事情は判明しないが，十五日に至るまで出現が

さ程豊州とならす，七日推察し得る丁丁的噌加が見られなかった事．

　d．十七日を極大とし，共後の減少の程度はむしろ昨年より甚だしかった

　事等である．

　4・極大時に於ける観測　（Observations　on　Maximum－date）

　極大時の豊富なる出現を豫話して十分聞毎の流星数を数ふる事にしたが，

其の結果は次表の通りである．
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備考　t相隣れる軍位時間に於ける平均数より大なる籔を有する事を示す・

　　　　Mtの観測は中央標準時に移して其の籔を示す．

　上表の示すところによれば3時より5時に於ける時聞に，流星敷が多く敷

へられてるるが，これは輻射難の高度が高くなる事によるもので，強ち，共

實際を示すものとのみ考へ得ない．上表を圓示すれば下の如くなる．

　　　　　：；o　e　ro　e　：｝o　o　：ig　o　：；u

　　　　　I　II　III　IV　V
　只一つこ」に注意すべき事は流星数が約30分目週期として多くなってみる

難である，これが温情は一々しく断定すべきものではなからうが。流星群の

内部の構造について一種の晶晶を與へるものではなからうか？　この週期性

は橋本氏其の他二三の観測者よりも注意されてるる．

　5・観測より得られたる輻射鮎（Radiant　points　derived　fl’om

　　　　observations）

　輻射鮎の位置が観測より決定されたものは，かなり多敷に上ってみる．こ

れ等の結界は次表に示す通りであるが，此の他に佐野氏及び盛見氏によって

微光流星による輻射鮎が多激槻測されてるる．その結果，及び結果より推定

せらるべき結論は別項に詳述することにした．昨年の例にもあった如く，主
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要輻射黙以外に多くの副次的輻射鮎が見られてるる．

日　　時 日　　時 輻射貼（R・d・pt・） 流星精度 観測者 備　　　　考

（J・c・T・〉 （u・T・） R．A， 1）ecL ／
I
i
W
t
．
ア

Obs． Remarks

Nov．　4．6 Nov．　4，2
一　1500

十18つ 5 3 Od 30n　4do20n　5d
5．15 4．77 】56 十14 1 5 Mt S．M．

5．7 5．3 契147 十28 4 2 Kh 儲1：｛
S．17 7．79 157 十23 4 2 I

g
．17 7．79 ユ60 十18 5 3 Klt

．17 ．79 契148 十26 3 2 ク

9．17 8．79 142 十14 5 3 ク

．12 ．74 140 十22 4 3 Ha
，19 ．81 美146 十27．5 5 3 Fh

10．16 9．78 143．5 十22．5 4 3 Ha

．14 ．76 148 十14 16 4 Ss

．14 ．76 幹143 十24 1 5 ク s．M．

，17 ．79 苦ユ45 十24 7 3 Fh

．17 ．79 条149 ＋23 4 ’3 ．19

12．15 U．77 153 十23
　
3
聖

2 Mt

14．16 13．78 甚ユ48．5 十26 5 3 1｛h

16．］6 15．78 154 十20 10 3 Mt

17．15 16．77 工46 十23 5 4 sk

．16 ．78 151 ＋18．5 8 4 Hr

．16 ．78 契154 十22 4 3 ク

．15 ．77 於153 i＋21 53 4 Klt

ユ7 ．79 美152 1　十23 10 3 Fh

．17 ．79 売ユ51
1　十23．5 14 3 Mn

．16 ．78 157 ．十17 3 3 Fh

ユ3 ．75 苦／53 十22 3 3 Mt

．20 ，82 菅工52．5 十21 3 1 Ha
．15 ．77 莞153 十20．5 27 5 I

g
．15 ．77 151 十工8 3 1 I

g
．工5 ．77 葵152 十22．5 50十 4 Yw

18．17 17．79 管152 十20 5 3 Hr

．18 ．80 号き152 十22 18 4 Kh

20 ．82 晶153 十22 1 5 Kh s．M、

．10 ．72 赫154 十21 10 3 Kc〕

20．18 ］9．80 ・箭154．5 十21 5 3 Kh
一　「

備考　S・M・は停止流星である．
　　　et一主要輻射鮎（Main　Radiant）と推定すべきものである・
　　　この他に輻射黙の決定されたものも多）・が不明なるものは省）・て置）・た・
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猫，獅子座流星群活動と同時期に観測された輻射鮎は次の様である．

日　　時

（J．　C．　T．）

！　ov．　7．15

　　　9．2

　　17．15

　　24，11

日　　時

CU．　T．）

Nov．　6．77

　　　8．8

　　16．77

　　23，73

即身寸黒占（Rad・pし） 流星

R．　A．

144

140

155

112

1）ecl．　1　／

十〇r

一　2，5

十42

十30・

精度

Wt．

2
3
2
2

槻測者

Obs，

Mt

Sl〈

7Y’w

I〈t

備

Remarks

考

｛3　on　8d
2　on　10．t

，y．Ursid

ct－Geminid

　　　　　　　　　　　水　　澤　　よ　　リ

復啓當地方震災に卜しては御町嘩なる御見舞を辱うし；有難く存じます・

登震時三月三日午前二時三＋一分四十秒，夜中の事とて皆驚いた様ですが，強

震の弱き程度で，幸ひ人畜に被害なく，當所では地震計が皆故障したのと，

傾斜計が皆切れただけの損害で，すみました・天頂儀等は少しも動いてゐま

せん（天文學的精度では多少動V・たかも知れませんが，只，目標を見た位で

は不動）海岸地方では津浪で大愛です・右厚く御禮申し上げます・（池田）


